
2週間かかっていた研究者探索が、たった10分に 

ANSWER
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Live the questions now. 

Perhaps you will then gradually, without noticing it, 

live along some distant day into the answer. 

Rainer Maria Rilke
今はあなたは問いを生きて下さい。そうすればおそらくあなたは次第に、それと気づくことなく、ある遥かな日に、答えの中へ生きて行かれることになりましょう。 

（リルケ『若き詩人への手紙』より） 
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イノベーションの源泉に
10分で出会えるとしたら？

How to meet the source of innovation ?

SOURCE



SOME RIGHTS RESERVED

SOURCESOURCE

経済活動
富

再投資による増殖（循環１）

投資

活動

研究

人物

自然資本

知的資本

文化資本

暮らし 平和 平穏

Sustainability

Innovation

人が育つ

知が生まれる

活動が起こる

【直線的発展】

【循環的発展】

個のニーズ
提供 購買

資源

we

源泉
支える

支える

経済的生存

イノベーションの源泉は、経済活動の外にある

【経済活動】
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その答えは「研究者」が持っている

SOURCE
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しかし一体どこに？

Where is the source of innovation ?

SOURCE
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①　1,500以上（細分化され続ける学問分野の数）
”もうどの分野が何なのか聞いても分からないし、どうすれば？？”

②　数千~30,000文字（平均的な1つの論文の文字数）
”一言で何をやっているのか教えて欲しい？？”

③　340,000人（国内の大学所属研究者の数）
”東大だけで4,000人。810もある大学のどこにおもしろいイノベーションの種が？？”

実際に研究者（イノベーションの源泉）を
見つけようとすると「直面するシチュエーション」
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一体誰がどうやって？

SOURCE

How to meet the source of innovation and who ! ?
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（従来の）
専門家・研究者を見つけ出すためにかかる「コスト」

①　約2週間 ＝ 60時間（見つけ出すのにかかる時間）
”そもそも何を見てどうやって探せば？？”

②　約1,000万円（探す人の報酬にかかる費用）
”本当にうまく探せるのかは分からない？？”

③　3日間（レポートにまとめるために必要な時間）
”一体、どうすれば分かりやすく伝えられるのか？？”

※1 KOL identification & mappingを参考に、候補者抽出（8h）、定量スコアリング・ティアリング（25h）、定性プロファイリング（22.5）、内部レビュー／ショートリスト化（3h）、初期エンゲージメ 
ント準備（5h）の6項目について時間コストを試算・算出。
※2 FTE換算1名にて日本の企業内研究員平均給与（724万円＋福利厚生20%＋間接費15%）の費用として試算・算出。 
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ANSWER
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AI駆動によるオリジナル研究者データベースの構築
研究者データベース

23.5万人の大学所属研究者データベースの構築

時系列フラクタル伝熱構造の制御による高性
能アクティブ伝熱促進

研究課題
                    サマリー                    2004年度                    2003年度                    基礎情報                 

研究課題/領域番号 15760134

研究種目 若手研究(B)

配分区分 補助金

研究分野 熱工学

研究機関 琉球大学

研究代表者 瀬名波 出  琉球大学, 工学部, 助手 (70253945)

研究期間 (年度) 2003 – 2004

研究課題ステータス完了 (2004年度)

配分額 *注記 3,300千円 (直接経費: 3,300千円)
2004年度: 1,600千円 (直接経費: 1,600千円)
2003年度: 1,700千円 (直接経費: 1,700千円)

キーワード 非定常乱流場の伝熱機構 / 流れの可視化 / 画像粒子計測 / 時系列フラクタル構造 / 赤外線カメラによる温度計測 / 流れのアクティブ制御 / 高効率伝熱促
進 / 伝熱量・運動量変化の非相似性

研究概要 本研究では複雑な非定常乱流場の伝熱現象解明のために,染料を用いた流れの可視化で複雑な非定常渦の発生現象を確認しながら、発光粒子を流れ場に
加えてPIV画像を行い定量的流れ場の計測を行った.取得画像は染料による流れの色情報と発光粒子による輝度情報を同時撮影したものとなり,輝度情報
をPIV計測用画像として処理する.本手法により提案する条件付データ抽出により、非定常に発生するはく離渦および縦渦が存在する複雑な場での流れ
の詳細な情報および熱移動メカニズムを調べることができる.その際,データ処理において最も重要となるのはいかに解析に適した画像が得ることがで
きるかという点にある.またもう1点重要なポイントとして取得した画像のPIVデータ処理プログラム作成が挙げられる.以下に本研究において最も重要
となる二つのポイントおよび得られたデータの解析結果についての研究実績を示す.まず本研究で実験対象とする非定常に発生する2次元および3次元渦
を有する場として矩形流路内に鈍頭物体を壁からの距離を自由に変えられるよう設置し,鈍頭物体後流の渦およびそれに伴う壁面近傍に発生する渦をア
クティブ制御可能とする実験装置を製作した.本実験装置において基本的にカルマン渦,2次元はく離渦およびそれに誘起される壁面近傍の底渦,後ろ向き
ステップ流れの3種類の流れ場が生ずる.以上の流れ挙動を染料による可視化で確認した後に本手法で提案するPIVとの同時計測を行った.なお本実験を
遂行する主要設備としてデジタルハイスピードビデオカメラおよびレーザーシート光源を購入した.本ビデオカメラはフルフレーム1000コマ/秒の高速度
撮影が可能でありレーザーシート光源を併用することで研究対象である複雑乱流場の画像取得に適している.PIVデータ処理および速度ベクトル場,渦度
場検出処理は自作プログラムを作成した.プログラムを自作することで本研究における実験システム全体を安価に構成することが可能となった.以上よ
り特に物体より発生するカルマン渦または2次元はく離渦およびそれに誘起される壁面近傍の底渦の非周期挙動について条件付抽出を行いデータ解析
を行った結果,底渦のベクトル・渦度の時系列変動およびそれと関連する熱移動現象を確認することができた.

kaken（科研費データベース）情報の獲得

STEP1 STEP2 STEP4

独自技術によるレポート生成
STEP3

オリジナルデータベースの構築

kaken：
298,026人（2025.1.7時点）が登録する日本最大の研究者デー
タベース。「科研費」の申請・報告情報（研究テーマ、キー
ワード、研究概要、報告概要）が集約されている。1985年以
降、約40年分の研究者情報、研究課題情報を蓄積する。
research mapと並ぶ日本最大級の研究者データベースの1つ。

生成AIによる情報補完

生成AIによる情報連結

（氏名、所属、経歴、
研究テーマ、関連キー
ワード、研究概要、報
告概要、他）

「Kakenデータベース」

A：基本情報
氏名、所属、科研費獲得金額、h-index数値 （国際指
標 / ⭐︎）、経歴、実績一覧（論文）

B：概要情報
研究テーマ、研究テーマ概要、研究領域タグ、研究背
景・課題意識、関連する社会課題、取り組みと展開

C：社会接続の可能性
GICS（産業領域 / ⭐︎）、SDGs（グローバルイシュー 

/ ⭐︎）、IRIS（社会インパクト / ⭐︎）、世界経済フォー
ラムGlobal Risks Report（グローバルリスク / ⭐︎）
産業領域タグ、社会課題タグ

D：ネットワーク
共同研究者情報、関連研究者情報

下線は生成AIによって作成、さらに⭐︎が付くものは別データ
ベース・データリストと連結した上で生成

生成AIを用いた検索・マッチング

STEP5

研究者レポートの生成→ 298,026人（2025.1.7時点）の研究者情報が獲得可能

「検索結果の表記」
氏名、所属、研究テーマ、研究テーマタグ、推薦理由
文、産業領域タグ、社会課題タグ
「検索語アクション」
WEB表示、レポート表示、レポートダウンロード

生成AIによる検索

生成AIによる推薦理由

「PDFレポートの自動生成」
氏名、所属、科研費獲得金額、h-index数値 （国際指標 ）、経歴、
実績一覧（論文）、研究テーマ、研究テーマ概要、研究領域タ
グ、研究背景・課題意識、関連する社会課題、取り組みと展開、
GICS（産業領域）、SDGs（グローバルイシュー）、IRIS（社会
インパクト）、世界経済フォーラムGlobal Risks Report（グロー
バルリスク）、産業領域タグ、社会課題タグ、共同研究者情報、
関連研究者情報



SOME RIGHTS RESERVED

POINT1

POINT2

POINT3

POINT4 POINT5

「一般用語」による検索
AIを用いた検索により、一般用語を用いて専門家
の抽出し候補研究者を提示

推薦理由文の生成
なぜ今回のキーワードでこの研究者を推薦するの
かを200文字の文章で紹介して提示

産業領域タグ・社会課題タグ
この研究はどの領域に関連するのか、について産
業領域と社会課題の2面からタグをつけて提示

レポートダウンロード
研究者の詳細情報をWEB表示・レポート表示・
レポートダウンロードの3つの方法で入手可能

研究テーマ
AIによって該当研究者の研究内容をもとにテーマ
を分かりやすくまとめ、短文・一言で表現

AI駆動による研究者探索システム
研究者データベース
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AIによる探索アシスタント機能
研究者データベース

POINT1

POINT2

POINT3

探索ワード提案
AIを用いた探索ワード提案によって15の新たな深
掘りキーワードを提示

学術領域
キーワードごとに関連する学術領域を提示し、選
択・探索の際の理解の補助線を設置

解説文章の生成
探索ワードの簡単な解説を掲載し、探索のための
理解の補助線を設置

POINT4 POINT5

2つの探索モード
スピード感ある「研究テーマ探索」と解説文がつ
く「レコメンド検索」

クリック＆クリック
新たな探索ワードをクリックすると、自動的に探
索ワードが入れ替えられる
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研究者レポート（１）基本情報
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研究者レポート（２）特徴情報
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研究者レポート（３）産業領域・社会インパクト
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ANSWERの特徴
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ANSWERの法人向けサービス

DB & Research

研究者探索
esse-senseのシステムを用いた研究者探索（通常月10回まで）

レポートダウンロード
esse-senseのシステムを用いた研究者レポートの確保（通常月10回まで）

研究テーマ探索
esse-senseのシステムを用いた研究テーマ探索（通常月10回まで）

月10回 → 無制限

Listing Service
探索テーマ・新領域テーマ別
研究者・研究テーマリストの作成

無制限　※法人契約のみ提供

11月開始予定

Reporting Service
詳細版研究者レポートの作成

ex、技術優位性分析、知財情報、メディア発言、委員会出席の解析

年60（月5本）本まで

契約形態　１アカウント（＝３ユーザー）：月額使用料＋年間基本料
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ANSWERの法人向け追加サービス

伴走支援
R&D戦略策定支援

新たな研究開発戦略のためのコンセプト構築、リサーチ＆研究者対話

投資戦略策定支援
新領域への投資戦略策定に向けた有識者探索・シーズ探索

新領域事業開発支援
新領域事業の立ち上げに向けたコンセプト構築、リサーチ＆研究者対話

半年1クールによる契約

Dialog
研究者対話の実施

研究者の発掘・アポイント確保、研究者対話のコーディネート

月2セット　※法人契約のみ提供

Reporting
調査レポートの作成

研究テーマ分析、領域策定の実施、調査結果の取りまとめ・レポート化

※法人契約のみ提供

契約形態　プロジェクト（半年1クール）型業務委託契約
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ANSWERの導入事例

研究開発戦略の詳細化＆新規共同研究パートナーの探索
定例コンサルティングセッション（隔週）、テーマ領域における研究者リストの作成、研究者アポイント確保の代行、研究者対

話のによるコンセプトブラッシュアップ、コンセプト案の取りまとめ、全体レポートの作成

大手自動車メーカー

新規研究開発テーマの策定＆新規共同研究パートナーの探索
定例コンサルティングセッション（隔週）、テーマ領域における研究者リストの作成、研究者アポイント確保の代行、研究者対

話のによるコンセプトブラッシュアップ、コンセプト案の取りまとめ、全体レポートの作成

大手機械メーカー
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あらゆるイノベーションの源泉と
常につながる世界
How to meet the source of innovation ?

SOURCE
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お問い合わせ・見積もり依頼 

https://esse-sense.com/contact 
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Published

ゼブラアンドカンパニー 投資先インタビュー
Forbese Japan 2022.7.25 発売　
ゼブラ企業事例として

インパクトスタートアップ協会第2期正会員に選出

Forbese Japan 2023.3.25 発売　
「知」の社会実装企業として

日本経済新聞 2023.9.20 
「研究者をオンラインで資金支援」

琉球新報 2023.9.24 

「OIST先端研究報告」

日刊ゲンダイ 2023.10.11 

「エッセンスフォーラム2023開催」

Forbese Japan 2024.4.25 発売　
今注目すべき世界を救う「希望」100人
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未来は、知識と精神の出会いによって生まれる

Future is in Connecting




